




実行結果画面

実行中画面

耳石器，前庭神経および中枢における重力認知経路の機能を評価する機能です。表示された直線が垂直になるよう患者に操作を

指示することで自覚的な垂直位を計測し，実際の垂直位とのずれを測定します。

研究用ツールの概要

■ 研究用自覚的視性垂直位（研究用SVV）

■ 観察モード
眼球を大きく表示して、細部の観察を行いやすくするモードです。

■ 眼球拡大モード
検査中の眼球映像を大きく表示させるモードです

● 各検査ごとの波形と、原波形のpdf出力が可能です。● 検査内容は、動画で下記２パターンの保存が可能です。

片目(左右選択可)＋波形映像の取得（検査中のPC画面と同じもの）

両目映像（波形無し）

■ 結果保存について

検査結果の出力

原波形の出力



ビデオヘッドインパルス検査（vHIT）

■ vHITとは？

■ REEVEER PitEyeでのvHITについて

■ 検査中画面

■ トレーニングモード

Head impulse test(HIT)は、患者に固定された視標を注視するように指示をした上で、患者の頭部を半規管対の平面内で予測不可能かつ

急速に回転させて、その瞬間の眼球運動反応を観察する、半規管眼反射系の機能検査です。このHITを、ビデオなどの高速での記録が可能

な装置を用いて定量的に評価するシステムが、Video head impulse test(vHIT)です。

古くから臨床では半規管の検査として、温度刺激検査(カロリック)が用いられてきました。カロリックは外側半規管由来の半規管眼反射

系の機能を評価する検査であるのに対して、vHITでは単一の半規管における機能障害の検出が可能です。

外側半規管(Lateral)の計測の場合、HMDを装着した患者の背後に立ち、患者に正面の視標を中止させた状態で頭部を保持し、患者の頭

部を回転させます。水平方向に複数回、左右ランダムに8～20度急速に回転させ、眼球運動を検出します。※図１

また、垂直半規管の計測の際には右前半規管-左後半規管(RARP,Right Anterior,Left Posterior)刺激と、左前半規管-右後半規管

(LARP,Left Anterior,RightPosterior)刺激を行います。計測する半規管を刺激する方向(垂直半規管対平面)が、VR空間上に表示された視標

と垂直になるように頭位を調節し、その頭位のまま患者に指標を注視させ、垂直半規管を刺激する方向へ頭部を急速回転させます。※図２

３０秒程度の簡単なキャリブレーションで、すぐに検査を開始で

きます。検査中は手技の失敗の原因となる角速度、揺れ幅、頭位

波形を解析し、わかりやすくアナウンスします。また、一回の検査

でHIMP/SHIMP両方の測定が可能であるほか、設定画面から

HIMP/SHIMPの切り替えなどの設定変更が可能です。

vHITの手技が練習できるモードです。実際の検査と同じように、動

作の角速度、揺れ幅、頭位波形を解析し、手技の失敗の原因をわか

りやすくアナウンスします。

HMDを装着していない状態でも行えるため、検査者ひとりだけで

の練習も可能です。

※手技中のHMDのずれを防止するヘッドバンドを別売りでご用意しております。

検査中画面

トレーニングモード

Lateral

図1 図2

RALP LARP



■ 検査結果画面

検査結果画面では、ヘックスグラフとゲイン図をあわせて表示します。ヘックスグラフでは緑色の波形で頭位角速度を、青色の波形で視線角

速度を、赤色の線でサッケードを描画します。また、ゲイン図では赤い点で右目の平均GAINを、青い点で左目の平均GAINを描画しています。

検査結果画面（ヘックスグラフ）

検査結果画面（ゲイン図/LARP）

検査結果画面（ゲイン図/Lateral）

検査結果画面（ゲイン図/RARP）



設定画面

視標の掲示時間と、視標の角度の設定を変更できます。

注視眼振検査1

検査時間の設定を変更できます。

前庭動眼反射検査1

視標の動作方向と、検査時間の設定を変更できます。

RandomGaze4

視標の動作方向、掲示時間、角度の設定を変更できます。

急速眼球運動検査2

検査回数の設定を変更できます。

自覚的視性垂直位検査（SVV）2

視標の回転速度と検査時間の設定を変更できます。

視運動性眼振検査（OKN）5

視標の動作方向、検査の周期数、視標の角度の設定を変更できます。

視標追跡検査（ETT）3

視標の回転速度の最小値及び最大値と一方向における検査時間の設定を変更できます。

視運動性眼振検査（OKP）6

検査について、右眼と左眼のどちらで行うかを選択できます。

右眼・左眼の選択1

検査結果について両眼を表示するか、片目だけの表示にするかを選択できます。

両眼の選択2

有効化すると、RandamGazeが利用できるようになります。

RandomeGaze3

原波形を記録するか、記録しないかを選択できます。

原波形4

保存する動画を両眼にするか、片目と波形にするかを選択できます。

動画の範囲5

アプリを起動した際に、デフォルトで有効にする自動検査項目を選択できます。

基本検査項目の設定6
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設定画面では必要に応じて検査設定を変更できます。各検査ごとに水平と垂直の動作方向の指定や、視標定時時間、周期の変化などを細

かく設定することが可能です。

■ 一般設定画面

■ 自動検査設定画面
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■ 手動検査設定画面



研究用ツールの有効・無効の切り替えができます。有効にすると、研究用ツールを実行

するためのボタンがホーム画面に表示されます。

各モードの表示設定1

vHIT検査終了までに必要な成功回数を変更できます。

成功回数設定1

動作を指示するために表示されるアナウンステキストを、各検査ごとに変更できます。

テキストの変更は最大40文字までです。アナウンステキストを変更した場合、音声

アナウンスは再生されません。

元のテキストに戻したい場合は、各検査ごとの「初期化」ボタンで設定をリセットでき

ます。テキストが初期化されると、音声アナウンスが再生されます。

アナウンステキスト設定1

成功判定について、頭位揺れ幅、頭位角速度、頭位波形の最大秒数をLateralとLARP/

RALPごとに変更できます。

成功判定パラメータ設定2

HIMPとSHIMPのどちらで検査をするかを設定できます。

HIMP/SHIMPの利用設定3

HIMPとSHIMPごとに基準となる角度線を変更できます。

HIMP/SHIMPの基準角度線4
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■ vHIT設定画面

■ アナウンステキスト設定画面

1

■ 研究用ツール設定画面



保守について

連携済みの画像ファイリングシステムについて

解約について

■ 保守内容

■ 製品補償の規定範囲

一括買切プランおよびサブスクリプションプランの保守内容は下記のとおりです。保守内容にプラン別の違いはございません。

2023年8月現在、連携済みは5社、連携可能の確認済みが1社、連携可能かの確認中が2社あります。詳しくはお問い合わせください。

PACS連携に対応可能なデータ出力の対応形式：画像：PNG、JPEG・動画：MP4、AVI ※一部DICOM形式にも対応済

一括買切プラン ....................条件は特にございません。使用停止の際は弊社サポートへ連絡ください。　

サブスクリプションプラン .....契約月から6ヶ月間の継続が必要で、その期間中の解約はできません。また、解約月の3ヶ月前に解約申請

が必要です。

契約月から6ヶ月間の継続が必要で、その期間中の解約はできません。また、解約月の3ヶ月前に申請が必要です。なお、解約後の再契約

はできませんのでご了承ください。

● 問い合わせ対応(電話、Team Viewer、電子メールなど)

● 初回オンサイトサポート

● 代替機手配（最短で翌営業日に発送）

● 無料出張トレーニング(交通費のみ実費)

● PitEyeライセンスおよびHMD視線追跡ライセンスのアップデートサポート

● 補償範囲および期間の拡大（水漏れ、落下等の保証にも対応）

● 破損時の商品交換

よくあるお問い合わせ

故障項目

ハードディスクドライブの認識不良

火災

OSの不具合（ブルースクリーンなど）

落雷

電源の故障

水漏れ

アダプタの故障

落下・外装の著しい損傷

用途外使用での故障

液晶ディスプレイの故障

液晶ディスプレイの液もれ

紛失・盗難 実費負担（PC+HMD）

一括買切プラン

保守未加入

PC補償：1年まで

HMD補償：半年まで

実費負担

（PC+HMD）

実費負担

（PC+HMD）

契約期間中

すべて補償

すべて補償可能 すべて補償可能

保守未加入保守加入 保守加入

サブスクリプションプラン

■プランの解約

■ 保守の解約



検査ごとに被験者への刺激の与え方・検査条件・検査結果表示等は変わりますが、いずれもめまい・平衡機能・内耳機能に関係する項目です。

検査項目̶詳細

検査名 検査時間（標準）HMD内の画面表示

自発眼振検査

注視眼振検査

急速眼球運動検査

Random Gaze

視標追跡検査

（ETT）

視運動性眼振検査

（OKN）

視運動性眼振検査

（OKP）

迷路瘻孔症状検査

（めいろろうこうしょうじょうけんさ）

頭位眼振/頭位変換眼振

検査

温度刺激検査

（カロリック）

前庭動眼反射検査

（VOR）

検査内容

HMDに黒い画面が表示されます。

暗闇で眼振が出るかを計測する検査です。

画面に表示される、緑の点を目で追う検査です。

【表示順番】

水平：正面→右（30°）→正面→左（30°） →正面

垂直：正面→上（30°）→正面→下（30°） →正面

画面に表示される緑の点を目で追う検査です。

【表示順番】

正面→右（20°）→左（20°）→右（20°）→左（20°）の繰り返し

ランダムに表示される緑の点を目で追う検査です。

【表示順番】

正面→右（20°）→左（20°）→右（20°）→左（20°）の繰り返し

左右に移動する緑の点を目で追う検査です。

【表示順番】

正面→右（30°）→左（30°）→右（30°）を1周期

視標の移動速度は角速度60°/sの正弦波

画面に表示される白黒の縞模様を見せることで、眼振を起こす検査です。

検査者は円柱の中心にいるような感覚になります。

【回転速度】 30°/s

画面に表示される白黒の縞模様を見せることで、眼振を起こす検査です。

検査者は円柱の中心にいるような感覚になります。OKPでは縞模様の速

度が徐々に早くなり、ある一定の速度に達すると、徐々に遅くなります。

【回転速度】

4°/sの等加速度で160°/sまで加速し、4°/sの等加速度で減速します。

患者側には真っ暗な画面が表示されます。耳に圧をかけて眼振の有無を

確認する検査です。

患者の頭部を支え、上下左右に傾け眼振の有無を確認する検査です。

【検出時間】

自動：頭位選択後、最長30秒間（頭位が外れると終了）

手動：頭位ボタンが選択されてから最長30秒間

医療従事者が温冷水や温冷風を耳に注入し、眼振を起こす検査です。VS

（Visual supression）のボタンを押下すると、VR上に視標が１点現れます。

患者の頭部を支え、左右に頭部を振り眼振の有無を確認する検査です。

DARK：視標無し、視線は体の正面を見るようにする

LIGHT：ワールド座標に視標を表示

FIX：HMD固定に視標を表示

【速度】

0.8秒間隔で音が鳴ります。音に合わせ頭の向きを変えます。左右-30°～

30°の間で変化します。

20s

5s→10s→10s→10s→5s

案内を含め合計75s

1s→2s→2s→1sを1周期

とする

デフォルトの周期は2周期

左・右・正面に動く

時間はランダム

6周期

45s

左回り、右回り

各10s

左回り（80s）

休憩（30s）

右回り（80s）

左耳・右耳が押されてか

ら最長30s

（ボタンにて途中終了可）

左耳・右耳が押されてから

最長30s

（ボタンにて途中終了可）

時間指定なし

VS視標の表示時間：5s

各10s

表示なし（黒背景のみ）

グレー背景に緑の点

グレー背景に緑の点

グレー背景に緑の点

グレー背景に緑の点

白黒の縞模様

白黒の縞模様

表示なし

表示なし（黒背景のみ）

表示なし（黒背景のみ）

DARK：表示なし（黒背景のみ）

LIGHT：グレー背景に緑の点

FIX：グレー背景に緑の点

ビデオヘッドインパルス

検査（vHIT）

HMD内画面に表示された視標を患者が固視した状態で、検査者が患者の

頭を水平、または垂直に振る検査です。

5分から10分程度グレー背景に緑の点



詳しくはお問い合わせください。SVVオプション（研究用ツール)）

商品情報
製品概要

販 売 名 眼球運動検査装置 REEVEER - PitEye
類      別 機械器具 22 検眼用器具
一般的名称 眼球運動検査装置（70093000）
 眼球運動刺激装置（70101000）

大きさ・重さ（VR HMD）
寸      法 RW182.7m×D116.2mm× H118.8mm
質      量 本体:約520g
 付属ケーブル:310g
付属ケーブル長 USB2.0: 2.85m(±100mm)
 USB3.0: 2.9m(±80mm)
 HDMI: 2.9m(±80mm)
※同梱PCはメーカーおよび機種によって大きさ・重さが異なります。

動作仕様

サンプリングレート 70Hz
動画記録 30fps
解 像 度 2560 × 1440 px

製品についての詳しい情報は

REEVEER公式ウェブサイトをご覧ください

https://reeveer.jp
https://parafeed.co.jp/

販売元 株式会社Parafeed  〒110-0015  東京都台東区東上野2-7-6  東上野TIビル4階

TEL：03-5846-3705  FAX：03-5846-3706  Mail：support@reeveer.jp  

合計1,480点

● 自発眼振検査

 注視眼振検査

 急速眼球運動検査（20点、標準検査に含む）

● 視標追跡検査：ETT（120） ※5

● 視運動性眼振検査：OKN／OKP（120） ※5

● 頭位変換眼振検査（300） ※5

検査項目および保険点数 ※4

※4 カッコ内は保険点数です。　

※5 共通260点を含みます。

保守費用 ※2

※2 最初の6ヶ月間は保守加入が必要です。

オンラインサポート／破損時の代替機手配

保証範囲の拡大（水漏れ、落下等保証対応）／出張トレーニング（交通費は実費負担となります）

vHITオプション

製品価格・料金プラン比較表　※価格は全て税込価格です。

提供形態 一括買切プラン サブスクリプションプラン

詳しくは

お問い合わせください。

価格

初期費用

その他対応項目 ● Random Gaze
● 各検査の設定カスタマイズ

追加サービスおよびオプション品
※6 連携可能なシステムの種類についてはお問い合わせください。

※7 現在はオンラインサブスクレンタル型プランのみ対応しております。

● ファイリングシステム連携（連携実施時に発生 ※6）

● Dr.REEVEER（専門医による診断サポート ※7）

● フェイスクッション

● ヘッドバンド
● メガネ拭き

● 迷路瘻孔症状検査（120） ※5

● 前庭動眼反射検査（120） ※5

● 温度刺激検査：カロリック（120） ※5

● ビデオヘッドインパルス検査：vHIT

（300）※5

Pit Eye製品カタログ　第4版

詳しくは

お問い合わせください。

価格について詳しくはお問い合わせください。


